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〈研究のねらい〉

「ほっとルーム隊」の活動を通し、保護者と学校の

連携が深まることで、児童が楽しく安心して学校

生活を送ることをねらいとする。

○保護者との相談に対して、援助シートを活用し

ながら組織的なチーム支援体制を整えていく。

○懇談会において「子育て支援セミナー」を開催し、

子育てについて共に考える場を提供する。

チームを組んで保護者の悩みや問題 「子育て支援セミナー」とは、子ども

の解決に当たる 「チーム援助会議」 とのかかわり方を学校と保護者が一。

を開き「ほっとルーム隊援助シート」 緒に考え、学ぶ場である。保護者と

を活用しながら情報交換や援助方針、 学校の信頼関係が深まり、その結果

具体的な援助案などを練っていく。 子どもが安心して学校生活を送るこ

そして援助者がそれぞれの立場でそれ とができ、不登校の予防につながる

ぞれの力を活用しながら援助を行う。 と考える。


